
事業概要

大型コンテナ（４０ｆｔ）を活用した
関東－東北間の鉄道モーダルシフト
協議会名：大型コンテナモーダルシフト推進協議会

関東→東北の飲料製品輸送を、トラック中心から鉄道を
組み合わせた一貫輸送へ転換
私有40Ft3面開きコンテナを新造・活用し、安定輸送、輸
送力確保並びにCO₂削減を同時に実現

【事業実施背景】 サントリーグループでは、長距離輸送における脱炭素と安定輸送手段の確保を目的にモーダルシフトを推進
綾瀬工場から岩手盛岡配送センターへの飲料製品輸送は、現状セミトレーラー※1輸送が中心であり、走行時間
約8時間超の運行管理上の懸念、ドライバー確保難、長距離トラック輸送に伴うCO₂排出が課題となっている

事業内容

Point

神奈川県内の綾瀬工場から岩手県内の岩手盛岡DCまで、
「ドレージ※2＋鉄道＋ドレージ※2 」によるトラック・鉄道一貫輸送へ転換
最大32回、年間輸送量640tを想定し、40Ft3面開きコンテナ1基を新
造して活用
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想定事業実施効果

【定量効果】
CO₂排出量：約57％削減
ドライバー総走行時間：約88％削減
輸送規模：最大32回、年間640t

【定性効果】
・首都圏と盛岡間の輸送手段を複線化し、災害時の代
替ルート確保に寄与
・ドライバー不足への対応、地域産業の安定操業、住民
生活の安全確保に貢献
・矢巾町との連携により、到着貨物と地域農産品を
組み合わせた往復実車化の可能性を検討

令和7年度補正予算 地域の事業者間連携を通じた物流生産性向上推進事業

協議会
構成員

サントリーロジスティクス（株）
（株）ロジネットジャパン東日本
日本フレートライナー（株）
日本貨物鉄道（株）
日本通運（株）
矢巾町

綾瀬 東北 40ft

※1セミトレーラー：けん引車に引かれる荷台部分の車両 ※2ドレージ：陸送
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